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住
吉
大
社
（
明
神
）
に
は
、
「
鎮
護
国
家
の
神
」
・
「
住
吉
の
現
人
神
」
．

「
軍
神
」
・
「
海
神
」
・
「
和
歌
の
神
」
な
ど
、
様
々
な
神
威
が
伝
え
ら
れ
る
。

住
吉
明
神
は
各
時
代
の
文
学
作
品
に
登
場
す
る
が
、
そ
の
姿
は
自
在
に
変

化
す
る
。
「
源
氏
物
語
』
に
は
、
光
源
氏
を
明
石
へ
導
く
神
、
「御
伽
草
子
」

「
酒
呑
童
子
」
に
は
、
源
頼
光
一
行
を
守
設
す
る
神
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
文
学
作
品
か
ら
は
、
皇
統
の
守
護
神
•
海
神
・
軍
神
な
ど
の
神

威
を
看
取
で
き
よ
う
。

で
は
、
説
話
集
に
お
い
て
住
吉
大
社
（
明
神
）
は
、
ど
の
よ
う
に
描
か

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
先
の
考
察
で
は
、
僧
侶
と
関
わ
る
説
話
を
取
り

(
1
)
 

上
げ
、
仏
教
的
な
側
面
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
『
古

今
著
聞
集
」
〈
橘
成
季
鋼
、
建
長
六
年
(
―
二
五
四
）

成
立
〉
の
説
話
を

取
り
上
げ
、
本
作
品
に
お
け
る
住
吉
大
社
（
明
神
）
の
描
か
れ
方
を
明
ら

か
に
す
る
。
又
、
前
提
と
し
て

「古
今
著
聞
集
』
の
神
に
関
す
る
記
述
を

検
討
し
、
併
せ
て
本
作
品
の
編
集
姿
勢
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
な
お
、
本

書
に
は
、
完
成
後
に
補
わ
れ
た
説
話
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
検
討
か
ら
除

は
じ
め
に

『
古
今
著
聞
集
』

外
す
る
。
本
文
は
新
潮
日
本
古
典
集
成

「古
今
著
聞
集
」
上
・
下
（
新
潮

社
、
昭
和
五
十
八
・
六
十
一
）
か
ら
引
用
し
、
説
話
番
号
も
同
様
で
あ
る
。

中
世
文
学
の
大
き
な
特
色
の
一
っ
と
し
て
、
神
へ
の
強
い
自
覚
が
み
ら

で

2
)

れ
る
こ
と
は
、
夙
に
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
説
話
集
の
世
界
で
は
、

「古
事
談
J

.

「続
古
事
談
J

• 

『古
今
著
聞
集
』
の
部
立
に
、
神
社

・
神
祇
篇
が
仏
寺
・

釈
教
篇
よ
り
も
前
に
置
か
れ
る
と
い
う
現
象
が
見
え
る
。
吉
原
浩
人
氏
は
、

こ
れ
ら
の
説
話
集
の
検
討
か
ら
、
各
集
に
は
神
祇
優
先
の
明
確
な
観
念
が

看
取
で
き
、
神
を
中
心
に
し
た
国
家
観
・
歴
史
観
を
表
し
て
い
る
、
と

の

(
3
)
 

解
釈
を
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
中
世
に
お
け
る
「
日
本
紀
』
の
享
受
に
触
れ
、

「
古
今
著
聞
集
』
成
立
に
つ
い
て
、
次
の
通
り
述
べ
る
。

こ
こ
に
、
前
代
ま
で
の
仏
教
中
心
の
史
観
か
ら
解
き
放
た
れ
る
と
同

時
に
、
新
た
に
自
国
の
歴
史
を
再
構
成
す
る
必
要
に
も
迫
ら
れ
る
。

橘
成
季
は
、
そ
れ
を
説
話
集
と
い
う
形
式
に
お
い
て
百
科
全
書
的
に

表
現
し
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
る
。

に
お
け
る
住
吉
大
社

『古
今
著
聞
集
』
に
み
え
る
神
の
記
述

（
明
神
）

畑

中

智

子

関
連
説
話
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右
は

『古
今
著
聞
集
』
の
部
立
と
説
話
の
配
列
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
説
で

あ
り
、
氏
の
見
解
に
異
論
は
な
い
。
但
し
、
内
容
に
関
す
る
検
討
は
、
現

状
に
お
い
て
十
分
で
あ
る
と
は
い
い
難
い
。
そ
こ
で

『古
今
著
聞
集
』
を

紐
解
き
、
神
祇
•
釈
教
部
を
中
心
に
神
の
描
か
れ
方
に
つ
い
て
考
察
す
る

。

な
お
、
「
古
今
著
聞
集
」
は

「神
祇
」
を
は
じ
め
と
し
、
三
十
の
項
目
に

説
話
が
分
類
さ
れ
て
お
り
、
各
項
目
に
小
序
が
置
か
れ
、
説
話
は
概
ね
年

代
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
神
に
関
す
る
話
題
は
、
神
祇
部
に
二
十
九
話

収
録
さ
れ
、
他
の
部
立
に
も
散
見
さ
れ
る
（
後
掲
表
参
照
）
。

神
祇
部
小
序
は
、
天
地
開
闘
、
天
神
七
代
・
地
神
五
代
に
つ
い
て
順
次

記
し
、
神
武
・
崇
神
・
垂
仁
天
皇
の
時
代
に
、
神
々
が
祀
ら
れ
た
と
い
う

歴
史
を
明
示
す
る
。
そ
の
上
で
「
我
が
朝
は
神
国
」
で
神
々
の
感
応
が
あ

ま
ね
き
国
で
あ
る
と
宣
言
し
、
そ
の
歴
史
観
•
国
家
観
を
示
す
。
又
、
末

尾
に
は
宇
佐
八
幡
神
が
自
ら
の
本
地
を
「
大
自
在
王
菩
薩
」
と
語
る
託
宣

が
の
せ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
に
対
し
て

「あ
は
れ
に
た
ふ
と
く
こ
そ

侍
れ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
書
に
お
い
て
神
仏
が
対
立
し
な
い
と
の
認

識
は
明
白
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
吉
原
論
文
に
も
指
摘

が
あ
る
。

さ
て
、
神
祇
部
の
冒
頭
話
は
「
内
侍
所
焼
亡
の
事
」
で
あ
り
、
神
鏡
の

霊
験
に
つ
い
て
記
述
す
る
。
具
体
的
に
は
天
徳
四
年
（
九
六
0
)
九
月
、

寛
弘
二
年
(

I

00'.cJ:l)
十
一
月
、
長
久
元
年

(
1
0
四
0
)
九
月
の
内

裏
火
災
に
つ
い
て
触
れ
、
天
徳
四
年
、
寛
弘
二
年
の
折
は
無
事
で
あ
っ
た

が
、
長
久
元
年
に
は
焼
け
て
灰
に
な
っ
て
し
ま
い
、
今
に
至
る
と
す
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
件
を
さ
し
て
、
「
世
の
く
だ
り
さ
ま
、
神
鏡
の
御
や
う

に
て
見
え
た
り
。
」
と
述
べ
、
他
の
衰
微
を
歎
く
下
降
史
観
を
示
す
。

本
話
に
続
く
話
題
に
は
、
稲
荷
明
神
・
新
羅
明
神
・
住
吉
明
神
・
北
野

天
神
な
ど
、
各
地
に
鎮
座
す
る
神
が
登
場
す
る
。
説
話
に
登
場
す
る
神
の

仕
業
に
つ
い
て
鑑
み
る
と
、
大
き
く
一
i

つ
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
は
仏
法

守
護
や
後
世
救
済
な
ど
、
仏
法
に
関
わ
る
霊
験
(
-――I
七、

二
三・

ニ
六．

―
―
七
）
、
第
一
一
は
治
病
や
出
世
、
降
雨
、
合
戦
の
勝
利
な
ど
現
世
利
益
に

関
わ
る
霊
験
（
八
•
九
．
―
-

―-
·
-
四
•

一
六
＼
・

―
-
0
．

二
五
・
ニ
七

ー
ニ
九
）
や
、
そ
の
他
、
不
思
議
な
出
来
事
や
託
宜
、
娯
り
な
ど

(
1
0

\
―
二
、

一
五
・
ニ
―
•
二
四
）
神
威
の
発
現
を
示
す
霊
験
で
あ
る
。
説

話
の
配
列
を
み
る
と
、
冒
頭
話
に
続
く
三

i
七
話
ま
で
が
仏
法
に
関
わ
る

話
題
で
あ
り
、
古
い
時
代
に
集
中
し
て
、
神
が
仏
法
に
親
密
な
話
題
が
配

列
さ
れ
て
い
る
。
内
容
を
み
る
と
、

一二
話
は
稲
荷
明
神
が
邪
気
調
伏
の
為

に
大
般
若
経
の
転
読
を
指
示
す
る
話
題
、
四
•
五
話
で
は
仏
法
の
守
護
神

と
し
て
新
羅
•
住
吉
両
明
神
が
登
場
す
る
。
又
、
五
話
に
は
住
吉
明
神
が

内
裏
と
如
法
経
の
守
護
を
す
る
と
あ
り
、
絹
者
は
そ
れ
に
つ
い
て

「皇
威

も
法
威
も
め
で
た
か
り
け
る
か
な
」
と
述
べ
、
上
古
は
王
法
仏
法
と
も
に

守
護
さ
れ
た
良
き
時
代
で
あ
っ
た
、
と
の
認
識
を
示
す
。
六
•
七
話
は
神

が
仏
事
を
喜
ぶ
話
題
。
例
え
ば
七
話
で
は
、
千
部
法
華
経
読
誦
に
日
吉
十

禅
師
が
感
応
し
て
顕
現
し
、
藤
原
時
重
に

「
一
乗
の
御
法
を
保
つ
人
の
み

ぞ
三
世
の
仏
の
師
と
は
な
り
け
る
」
な
ど
三
首
の
歌
を
授
け
る
。
こ
の
よ

う
に
神
が
後
世
の
道
し
る
べ
を
授
け
た
こ
と
を
、
編
者
は
「
あ
は
れ
に
た

ふ
と
き
こ
と
な
り
」
と
感
嘆
す
る
。
以
上
、
前
半
の
説
話
で
は
、
神
は
仏

法
を
守
り
、
後
世
の
救
済
を
導
く
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
神
の
姿
は
、
後
半
に
も
三
話
点
在
し
、
そ
の
関
係
が
後
代
ま
で
健
在

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
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神
祇
部
に
見
え
る
神
は
、
霊
験
や
託
宣
に
よ
っ
て
神
威
を
示
す
。
そ
の

中
で
現
世
利
益
に
関
す
る
話
題
は
、
天
皇
の
治
病
に
適
切
な
僧
侶
を
託
宣

す
る
（
八
）
に
始
ま
り
、
神
祇
部
の
大
半
を
占
め
る
。
編
者
は
人
々
が
栄

達
な
ど
の
現
世
利
益
を
求
め
る
行
為
に
対
し
て
、
批
判
的
な
視
線
を
向
け

る
こ
と
は
な
く
、
感
応
の
あ
っ
た
人
物
を
果
報
者
と
す
る
。
例
え
ば
、
藤

原
忠
実
の
還
任
に
関
す
る
話
題

（
二
ニ
）
で
は
、
「
こ
れ
、
し
か
し
な
が

ら
大
明
神
の
御
め
ぐ
み
な
り
」
と
述
べ
、
還
任
は
忠
実
が
春
日
明
神
に
祈

念
し
た
こ
と
に
よ
る
、
と
の
理
解
を
示
す
。
こ
の
よ
う
に
、
心
を
尽
く
し

て
宝
前
に
額
づ
く
人
々
の
姿
を
、
そ
れ
に
答
え
る
神
の
感
応
を
、
編
者
は

肯
定
的
に
記
述
す
る
。

又
、
神
威
は
人
々
に
幸
福
を
与
え
る
こ
と
も
あ
る
が
、
時
に
祟
り
な
ど

不
利
益
な
形
で
あ
ら
わ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
中
臣
佐
国
配
流
の
話
題

（九
）、

神
の
怒
り
に
よ
っ
て
広
田
社
の
木
が
一
夜
に
し
て
枯
れ
た
話
題

（
一
―
)
、
賀
茂
明
神
が
日
本
国
を
捨
て
る
と
託
宣
し
た
話
題
（
ニ

―
)
が

挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
神
の
意
向
で
不
利
益
を
こ
う
む
る
話
題

は
こ
の
三
例
の
み
で
あ
り
、
本
書
で
は
基
本
的
に
「
神
の
感
応
あ
ま
ね

き
」
様
を
描
き
出
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

さ
て
、
次
の
釈
教
部
で
は
小
序
冒
頭
に
お
い
て

「地
神
の
末
に
当
り
て
、

釈
迦
如
米
天
竺
に
出
で
給
ひ
け
り
。
」
と
述
べ
、
神
が
仏
に
先
行
す
る
こ

と
を
示
す
。
こ
れ
は
神
の
歴
史
の
中
に
、
仏
法
を
位
慨
づ
け
る
姿
勢
を
示

し
て
い
る
。
続
い
て
、
我
国
へ
の
仏
法
伝
来
に
つ
い
て
述
べ
、
仏
法
推
進

派
（
蘇
我
馬
子
・
聖
徳
太
子
）
と
、
反
対
派
（
物
部
守
屋
・
中
臣
勝
海
）

が
対
立
、
戦
い
に
な
る
歴
史
を
記
述
す
る
。
そ
の
中
に
反
対
派
の
言
葉
と

し
て
「
我
が
国
は
こ
れ
神
国
な
り
。
」
と
の
言
葉
が
み
え
る
。
争
い
の
結
果
、

反
対
派
は
敗
北
し
、
「
こ
れ
よ
り
仏
法
の
あ
た
な
が
く
断
ち
て
、
化
度
利

生
の
道
ひ
ろ
ま
」
っ
た
、
と
あ
る
。
釈
教
部
に
み
え
る
神
は
、
仏
法
に
よ
っ

て
撃
退
さ
れ
た
氏
神
（
三
五
）
・
鬼
神
（
四
一
）
の
他
、
役
行
者
が
孔
雀

経
を
勤
修
し
て
い
る
時
に
現
れ
た
二
言
主
の
明
神
」
（
三
六
）
、
最
澄
の

供
養
に
感
謝
を
示
す

「宇
佐
八
幡
神
」
（
三
九
）
、
貞
崇
法
師
の
読
経
時
に

姿
を
現
し
た

「火
雷
天
神
」
（
四
五
）
、
良
忍
に
結
縁
し
た
「
諸
神
」
（
五
三
）
、

澄
憲
の
祈
り
に
感
応
し
た
「
龍
神
」
（六

0
)
、
明
恵
に
仏
法
の
守
護
神
と

告
げ
る

「春
H
明
神
」
（六
四
）
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
仏
法
に
ゆ
か
り
を

も
ち
、
僧
侶
に
よ
る
回
向
を
喜
ぶ
姿
な
ど
が
描
か
れ
る
。
ま
た
、
神
が
仏

法
に
関
わ
り
を
持
つ
説
話
は
、
釈
教
部
に
お
い
て
も
前
半
に
多
く
み
え
る
。

な
お
、
釈
教
部
の
各
話
を
通
覧
す
る
と
、
来
世
の
功
徳
を
称
揚
す
る
話
題
、

修
法
に
よ
る
現
世
利
益
に
言
及
す
る
話
題
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
注
目
す

べ
き
点
と
し
て
、
修
法
の
褒
賞
に
僧
侶
が
昇
進
し
た
こ
と
を
、
肯
定
的
に

記
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う

（五
九
）
。
僧
侶
に
現
世
の
栄
達
が

与
え
ら
れ
る
こ
と
を
、
編
者
は
決
し
て
否
定
し
な
い
。
「
発
心
集
」〈
鴨
長

明
編
、
建
保
四
年

(
―
ニ
―
六
）
以
前
に
成
立
〉
巻

―
第
五
話
に
、
師
良

源
の
昇
進
を
痛
烈
に
批
判
す
る
、
弟
子
僧
賀
の
姿
が
描
か
れ
る
の
と
は
対

(
5
)
 

照
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
世
を
肯
定
す
る
姿
勢
は
神
祇
部
に
も
見
て

取
れ
、

『古
今
著
聞
集
』
が
人
間
の
日
々
の
営
み
や
現
実
の
有
様
を
肯
定

的
に
受
け
止
め
、
書
き
記
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

さ
て
、
神
祇
•
釈
教
部
以
外
の
項
目
に
は
、
神
は
ど
の
よ
う
に
登
場
す

る
の
だ
ろ
う
か
。
例
外
は
あ
る
が
神
の
登
場
に
は
、
二
つ
の
傾
向
が
見
え

る。

―つ
は
小
序
に
記
紀
神
話
の
神
が
、
そ
の
起
源
と
し
て
語
ら
れ
る
場

合
。
和
歌
・
飲
食
部
で
は
素
釜
鳴
尊
が
、
好
色
・

草
木
部
で
は
伊
拝
再
葬
．
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伊
眸
諾
尊
が
そ
れ
ぞ
れ
和
歌
•
酒
、
男
女
の
仲
·
草
木
の
始
原
で
あ
る
と

語
ら
れ
る
。
こ
れ
は
物
事
の
根
元
を
神
に
求
め
る
姿
勢
を
表
し
て
い
よ
う
。

も
う
―
つ
の
傾
向
は
、
神
が
文
学
や
芸
道
の
才
能
に
対
し
て
感
応
を
示
す

と
い
う
場
合
。
例
え
ば
、
管
弦
部
に
収
録
さ
れ
る
三
つ
の
話
題
で
は
、
神

が
管
弦
を
好
み
、
そ
の
技
量
に
感
応
を
示
し
て
い
る
。
―

一五
0
話
で
は
、

士
地
の
神
が
節
築
に
感
応
し
て
雨
を
降
ら
せ
、
編
者
は
「
神
感
の
あ
ら
た

な
る
事
、
秘
曲
の
地
に
落
ち
ざ
る
事
か
く
の
ご
と
し
。
」
と
述
べ
る
。
ニ

六
五
話
で
は
福
天
神
が
藤
原
孝
時
の
演
奏
を
切
望
し
て
顕
現
し
、

二
六
八

話
で
は
、
藤
原
宗
輔
の
蘭
陵
王
に
感
応
し
て

「ち
ひ
さ
き
人
の
陵
王
の
装

束
を
し
て
、
車
の
前
に
て
め
で
た
＜
舞
ふ
」
。
こ
の
出
来
事
に
対
し
て
も
一笛

の
曲
も
神
感
あ
り
け
る
に
こ
そ
。
や
む
事
な
き
こ
と
な
り
。
」
と
述
べ
る
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
諸
芸
道
を
、
ま
た
そ
の
道
に
精
進
す
る
人
々
を
重
く

(
6
)
 

見
る
橘
成
季
の
姿
勢
を
反
映
し
て
い
よ
う
。
芸
道
の
才
能
が
現
世
に
お
い

て
開
花
す
る
こ
と
を
思
う
と
、
こ
れ
ら
も
ま
た
現
世
肯
定
の
姿
勢
を
示
し

て
い
る
。

以
上
、
神
祇
•
釈
教
部
を
中
心
に
『
古
今
著
間
集
』
の
神
に
関
す
る
記

述
を
検
討
し
た
。
本
書
に
お
い
て
は
、
神
が
仏
に
先
行
す
る
と
い
う
歴
史

観
を
背
景
に
、
神
と
と
も
に
あ
る
我
が
国
の
姿
が
描
出
さ
れ
て
い
た
。
た

だ
、
こ
れ
ら
の
現
象
の
み
か
ら
、
神
が
仏
に
優
先
さ
れ
る
と
す
る
の
は
性

急
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
神
と
仏
法
の
関
わ
る
場
合
、
常
に
仏
法
が
神

よ
り
も
上
位
に
描
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
特
に
来
世
救
済
の
話
題
に

お
い
て
は
、
仏
法
を
重
ん
じ
る
姿
勢
が
明
確
で
あ
り
、
神
は
あ
く
ま
で
も

仏
法
へ
の
尊
き
手
と
し
て
登
場
す
る
。
ま
た
、
下
降
史
観
を
基
調
と
す
る

本
書
に
お
い
て
、
神
と
仏
法
と
の
関
わ
り
が
顕
著
で
あ
る
の
は
、
比
較
的

巻
八
巻
十

古
い
時
代
の
説
話
で
あ
り
、
当
代
の
説
話
は
現
世
利
益
の
話
題
に
傾
く
。

つ
ま
り
、
編
者
は
各
時
代
の
説
話
を
繋
ぎ
、
時
間
の
流
れ
を
追
う
こ
と
で
、

神
々
の
加
護
に
与
る
「
神
国
」
に
、
外
来
の
仏
法
が
融
合
し
、
や
が
て
変

化
し
て
行
っ
た
歴
史
を
、
現
世
を
肯
定
す
る
意
識
を
持
っ
て
描
き
出
し
た

も
の
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
現
世
の
営
み
を
肯
定
す
る
神
は
、
芸
道
に
優

(
7
i
)
 

れ
た
者
を
愛
し
、
そ
の
オ
能
に
感
応
し
て
顕
現
す
る
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
住
吉
大
社
（
明
神
）
は
、
本
書
に
ど
の
よ
う
に
描
か

れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

『
古
今
著
聞
集
』
収
録
の
住
吉
大
社
（
明
神
）
関
連
説
話
の
検
討

『古
今
著
聞
集
』
収
録
の
住
吉
大
社
（
明
神
）
関
連
説
話
は
、
次
に
示

す
七
話
で
あ
る
。

巻
一
巻
五

第
五
話
「
慈
常
大
師
如
法
経
書
写
の
折
、
住
吉
神
託
宣
の
事
」

第

一
五
一
話
「
平
等
院
僧
正
行
苔
、
詠
歌
し
て
住
吉
神
主
国
甚

が
家
に
宿
ら
ざ
り
し
事
」

第

一
六
五
話
「
後
徳
大
寺
左
大
臣
実
定
、
住
吉
歌
合
に
秀
歌
を

詠
み
、
明
神
感
応
し
給
ふ
事
」

第
ニ
―

―
―
話
「
順
徳
院
御
位
の
時
、
藤
原
知
家
の
和
歌
椒
感
を

蒙
る
事
」

第
二
二
七
話
「
住
吉
神
社
の
修
理
に
当
り
、
古
来
の
詩
歌
失
せ

果
て
た
る
を
見
て
或
る
人
詠
歌
の
事
」

第
一―IOI
―話

「赤
染
右
衛
門
大
江
挙
周
母
子
が
恩
愛
の
事
」

第
四
六
六
話
「
建
永
元
年
――
一
月
、
後
京
極
良
経
曲
水
宴
を
催
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(
1
)
巻
一

本
話
は
、
慈
覚
大
師
円
仁
（
七
九
四

I
八
六
四
）
が
如
法
経
を
書
写
し

て
い
た
時
に
、
住
吉
明
神
が
顕
現
し
、
内
裏
と
如
法
経
の
守
護
を
し
て
い

る
こ
と
を
告
げ
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
ま
た
、
住
吉
明
神
の
本
地
を

「
高
貴
徳
王
大
菩
薩
」
で
あ
る
と
し
、
住
吉
神
宮
寺
建
立
説
話
が
続
く
。

こ
の
説
話
の
住
吉
明
神
は
、
王
法
•
仏
法
の
守
設
神
で
あ
る

。

本
話
の
仏

教
的
要
素
に
つ
い
て
は
前
稿
に
て
検
討
し
た
の
で
省
略
し
、
こ
こ
で
は
結

び
の
話
題
に
注
目
す
る
。

ま
た
津
守
国
基
申
し
侍
り
け
る
は
、
「
南
社
は
衣
通
姫
な
り
。
玉
津
島

明
神
と
申
す
な
り
。
和
歌
の
浦
に
玉
津
島
の
明
神
と
申
す
、
こ
の
衣

通
姫
な
り
。
昔
か
の
浦
の
風
景
を
饒
か
に
思
し
め
し
し
ゅ
ゑ
に
、
跡

垂
れ
お
は
し
ま
す
な
り
」
と
ぞ
。

右
に
は
住
吉
の
南
の
社
に
祭
ら
れ
て
い
る
神
に
つ
い
て
、
津
守
国
基

（一

0
二
三

I

―1
0
二
）
の
説
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
国
基
は

住
吉
大
社
神
主
を
務
め
、
中
興
と
評
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
歌
人
と
し
て

も
有
名
で
、

『後
拾
遺
集
』
な
ど
に
二
十
首
入
集
し
て
お
り
、

「津
守
国
基

集
j

と
い
う
和
歌
集
も
存
在
す
る
。

国
基
の
説
に
つ
い
て
は

『奥
義
抄
』
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
り
、
南
社

第
五
話

さ
ん
と
し
、
日
到
ら
ざ
る
に
俄
か
に
逝
去
の

事」

右
の
内
、
一
五

一
話
に
つ
い
て
は
前
稿
に
て
考
察
し
た
の
で
、
本
稿
に
お

い
て
は
他
の
六
話
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

の
祭
神
は

「衣
通
姫
」
（
玉
津
島
明
神
）
と
さ
れ
て
い
る
。
住
吉
大
社
に
は
、

底
筒
男
・
中
筒
男
・
表
筒
男
に
加
え
て
、
神
功
皇
后
の
四
神
が
祭
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
内
、
南
の
社
と
は
神
功
皇
后
を
祭
神
と
す
る
社
を
さ
す
。
つ

ま
り
、
神
功
皇
后
が
祭
ら
れ
て
い
る
社
に
、

玉
津
島
の
衣
通
姫
を
勧
請
し

た
こ
と
に
な
る
。
玉
津
島
神
の
合
祀
に
つ
い
て
は
、
川
井
純
郎
氏
・
片
桐

洋
一
氏
に
よ
っ
て
、
国
基
が
住
吉
明
神
を
和
歌
の
神
に
し
よ
う
と
い
う
意

(IO) 

図
を
も

っ
て
行
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
の
説
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
傍
線
部
分
に
は
、

玉
津
島
明
神
が
和
歌
の
浦
の
風
景
を
す
ば
ら
し
い

と
思
う
ゆ
え
に
垂
迩
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
の
一
文
は
、
和
歌
の
浦
と

同
様
に
、
住
吉
が
和
歌
神
の
心
に
叶
う
景
勝
地
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
実
際
に
、
住
吉
は

「万
葉
集
』
の
時
代
か
ら
景
勝
地
と
し
て
愛
で
ら

(ll
)
 

れ
、
天
皇
の
行
幸
が
行
わ
れ
、
歌
人
達
に
多
く
の
歌
が
詠
ま
れ
た
。
〒古

今
著
聞
集
J

に
も
二

0
0
話

（抄
入
話
）
に
、
「
い
み
じ
き
す
き
者
」
と

さ
れ
る
河
内
重
如
が
、
「
夜
ご
と
に
住
の
江
に
ゆ
き
て
夜
を
あ
か
し
」
た

と
あ
る
。
こ
の
説
話
も
住
吉
大
社
の
辺
り
が
、
歌
人
を
惹
き
つ
け
る
地
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

本
話
末
尾
に
お
い
て
、
四
社
の
内
、
南
社
に
つ
い
て
の
み
言
及
し
、
結

び
の
説
話
と
し
た
点
は
、
注
目
す
べ
き
と
考
え
る
。
住
吉
社
の
祭
神
は

『日

本
書
紀
』
に
よ
る
と
、
神
功
皇
后
の
新
羅
討
伐
に
助
力
を
し
た
海
の
神
で

(12) 

あ
り
、
軍
神
で
あ
る
。
本
書
編
者
が
そ
れ
ら
の
説
話
を
周
知
し
て
い
た
こ

と
は
、
神
祇
部
小
序
に

「
い
は
ゆ
る
神
功
皇
后
の
三
翰
を
た
ひ
ら
げ
給
ふ

に
も
、
天
神
地
祇
こ
と
ご
と
く
あ
ら
は
れ
給
ひ
け
る
と
ぞ
。」

と
あ
る
こ

と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
逸
話
は
、
住
吉
明
神
に
と
っ
て
重
要
な
言

説
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
五
話
は
仏
法
と
の
関
係
や
和
歌
神
を
暗
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(2)
巻
五

一
六
五
話
は
、
嘉
応
二
年
（
一
―
七

0
)
十
月
九
日
に
行
わ
れ
た
、
住

吉
社
歌
合
に
関
す
る
説
話
。
こ
の
歌
合
で
藤
原
実
定
(
―

ニ
ニ
九

i
-
―

九
一
）
が
秀
歌
を
詠
み
、
住
吉
明
神
が
感
応
を
示
す
。
な
お
、
本
文
を
便

宜
上
、

A
.
B
と
分
け
た
。

A
、
嘉
応
二
年
十
月
九
日
、
道
因
法
師
、
人
々
を
勧
め
て
住
古
の
社

に
て
歌
合
せ
し
け
る
に
、
後
徳
大
寺
左
大
臣

〈藤
原
実
定
、

01JIJ者

注
〉
、
前
の
大
納
言
に
て
お
は
し
け
る
が
、
こ
の
歌
を
よ
み
給
ふ
と
て
、

第
一
六
五
話

示
す
る
話
題
に
終
始
し
、
海
神
・
軍
神
と
し
て
の
側
面
を
描
か
な
い
。
本

昔
に
先
行
す
る
『
古
事
談
』
〈
源
顕
兼
編
、
建
暦
二
年
（

一―

二
二
）
以

降
成
立
〉
が
、
住
吉
明
神
の
説
話
を
収
録
す
る
時
、
さ
ま
ざ
ま
な
神
威
の

(13
)
 

中
か
ら
、
軍
神
と
い
う
側
面
を
特
に
語
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
当
該
説

話
（
巻
五
第
十
七
話
）
は
左
の
通
り
。

住
吉
大
明
神
託
宣
し
て
云
は
く
、
「＃
日
新
羅
を
伐
ち
し
時
、
吾
れ
は

大
将
軍
為
り
。
日
吉
は
副
将
軍
為
り
。
其
の
後
将
門
を
伐
ち
し
時
、

日
吉
は
大
将
軍
為
り
。
住
吉
は
副
将
軍
為
り
。
是
れ
天
台
宗
の
繁
昌

に
依
り
、
日
吉
は
法
施
を
受
く
る
こ
と
無
限
に
し
て
、
威
徳
倍
増
せ

る
故
な
り
」
と
云

々
。
（
『古
事
談
』、

新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩

波
書
店
、
平
成
十
七
）

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
吾
は
百
科
全
薔
的
な
説
話
集
と
い
わ
れ
る
が
、

全

て
を
網
羅
的
に
書
き
記
す
の
で
は
な
く
、
あ
る
選
択
基
準
を
も
っ
て
記
述

が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「社
頭
の
月
」
と
い

ふ
こ
と
を
、

ふ
り
に
け
る
松
も
の
い
は
ば
問
ひ
て
ま
し

む
か
し
も
か
く
や
住
の
江
の
月

か
く
な
む
よ
み
給
ひ
け
る
を
、
判
者
俊
成
卿
こ
と
に
感
じ
け
り
。

B
、
よ
の
人
々
も
ほ
め
の
の
し
り
け
る
ほ
ど
に
、
そ
の
比
か
の
家
領、

筑
紫
瀬
高
の
庄
の
年
貢
つ
み
た
り
け
る
船
、
摂
津
の
国
を
い
ら
ん
と

し
け
る
時
、
悪
風
に
あ
ひ
て
、
す
で
に
入
海
せ
ん
と
し
け
る
時
、
い

づ
く
よ
り
か
来
た
り
け
ん
、
翁

一
人
い
で
き
て
漕
ぎ
な
ほ
し
て
別
事

な
か
り
け
り
。
船
人
あ
や
し
み
思
ふ
ほ
ど
に
、
翁
の
い
ひ
け
る
は
、
「松

も
の
い
は
ば
の
御
旬
の
お
も
し
ろ
う
候
ひ
て
、

こ
の
辺
に
住
み
侍
る

翁
の
参
り
つ
る
と
申
せ
」
と
い
ひ
て
失
せ
に
け
り
。
住
吉
大
明
神
の

か
の
歌
を
感
ぜ
さ
せ
給
ひ
て
、
御
体
を
あ
ら
は
し
給
ひ
け
る
に
や
。

不
思
議
に
あ
ら
た
な
る
事
か
な
。

A
に
は
、
こ
の
歌
合
で
実
定
が
「
ふ
り
に
け
る

i
」
の
歌
を
詠
み
、
判

者
の
藤
原
俊
成
が
非
常
に
感
心
し
た
と
あ
る
。
こ
の
歌
合
は
実
際
に
行
わ

れ
て
お
り
、
そ
の
記
録
は
次
の
通
り
。

住
吉
社
歌
合
嘉
応
二
年
十
月
九

H

題

社
頭
月
旅
宿
時
雨
述
懐

志冗而

き
p
h
h

講
師
従
五
位
下
行
皇
后
宮
権
大
進
藤
原
朝
臣
邦
輔

駿
河
権
守
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
朝
宗

判
者

右左
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正
一―
一
位
行
皇
后
宮
大
夫
兼
右
京
大
夫
藤
原
朝
臣
俊
成

社
頭
月
左
勝
正
二
位
藤
原
朝
臣
実
定

ふ
り
に
け
る
ま
つ
も
の
い
は
ば
と
ひ
て
ま
し
む
か
し
も
か
く
や

す
み
の
え
の
月
右

一
番

正
一二
位
行
皇
后
宮
大
夫
兼
右
京
大
夫
藤
原

朝
臣
俊
成

こ
こ
ろ
な
き
こ
こ
ろ
も
な
ほ
ぞ
つ
き
は
つ
る
月
さ
へ
す
め
る
す

二
み
よ
し
の
は
ま

左
歌
、
む
か
し
も
か
く
や
す
み
の
え
の
月
と
い
へ
る
こ
こ
ろ
す

が
た
い
と
を
し
く
も
侍
る
か
な
、
か
み
の
く
は
か
や
う
の
こ
こ

ろ
き
き
な
れ
た
る
や
う
な
れ
ど
、
さ
し
て
か
く
い
へ
る
は
お
ぽ

え
は
べ
ら
ぬ
う
へ
に
、
ふ
り
に
け
る
と
お
き
、
ま
つ
も
の
い
は

ば
な
ど
い
へ
る
こ
こ
ろ
あ
り
が
た
く
こ
そ
お
ぽ
え
侍
れ
、
右
歌

は
、
お
ま
へ
の
は
ま
の
月
に
お
ろ
か
な
る
こ
こ
ろ
も
つ
き
は
て
、

み
じ
か
き
こ
と
ば
も
お
よ
ば
ず
お
ぽ
え
け
る
ば
か
り
に
や
、
却

歌
こ
と
に
よ
ろ
し
、
か
つ
と
す
べ
し

（
新
編
国
家
大
観
第
五
巻
、
角
川
書
店
、
昭
和
六
十
二
）

右
に
よ
る
と
、
実
定
の
歌
は
、
「
社
頭
の
月
」
と
い
う
題
の
左
歌
一
番
で

あ
る
。
こ
の
歌
に
対
し
て
俊
成
は

「む
か
し
も
か
く
や
す
み
の
え
の
月
と

い
へ
る
こ
こ
ろ
す
が
た
い
と
を
し
く
も
侍
る
か
な
」
な
ど
と
評
し
、
「
左

歌
こ
と
に
よ
ろ
し
、
か
つ
と
す
べ
し
」
と
勝
ち
の
判
を
示
し
て
い
る
（
傍

線
部
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
前
半
部
分
は
史
実
に
即
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
、

と
確
認
で
き
る
。

B
で
は
、
住
吉
明
神
が
こ
の
和
歌
に
感
応
し
て
顕
現
す
る
。
実
定
の
歌

は
人
々
も
ほ
め
て
、
評
判
に
な
る
。
そ
の
頃
、
実
定
の
領
地
で
あ
る
筑
紫

瀬
高
の
庄
（
現
在
の
福
岡
県
山
門
郡
瀬
高
町
）
か
ら
年
貢
を
積
ん
だ
船
が
、

摂
津
に
入
港
し
よ
う
と
す
る
が
、
危
う
＜
沈
没
し
そ
う
に
な
る
。
そ
の
時
、

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
老
人
が
現
れ
、
船
を
漕
ぎ
な
お
す
。
そ
し
て
、
老
人

は

「松
も
の
い
は
ば
の
御
句
の
お
も
し
ろ
う
候
ひ
て
、
こ
の
辺
に
住
み
侍

る
翁
の
参
り
つ
る
と
申
せ
」
と
伝
言
を
残
し
て
、
姿
を
消
す
。
そ
れ
に
対
し

て
、
紺
者
は

「住
吉
大
明
神
の
か
の
歌
を
感
ぜ
さ
せ
給
ひ
て
、
御
体
を
あ

ら
は
し
給
ひ
け
る
に
や
。
不
思
議
に
あ
ら
た
な
る
事
か
な
。
」
と
感
想
を

記
し
て
い
る
。
こ
こ
に
現
れ
た
神
は
、
優
れ
た
歌
に
感
応
し
た
上
、
歌
人(n
)
 

を
危
機
か
ら
救
っ
て
お
り
、
和
歌
の
神
と
い
う
雰
囲
気
を
ま
と
っ
て
い
る
。

さ
て
、
住
吉
明
神
に
は
和
歌
に
精
進
す
る
人
物
の
真
摯
な
心
に
感
じ
て
、

姿
を
現
す
、
神
託
を
与
え
る
、
と
い
う
例
が
い
く
つ
も
確
認
で
き
る
。
例

え
ば

「愚
秘
抄
j

〈伝
藤
原
定
家
著
、
鎌
倉
後
期
成
立〉

に
、
次
の
逸
話

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

木
葉
ち
る
宿
は
そ
れ
共
聞
き
わ
か
ず

時
雨
す
る
夜
も
時
雨
せ
ぬ
夜
も

此
の
歌
の
作
者
、
年
頃
住
吉
明
神
に
、
秀
歌
一
首
よ
ま
せ
て
給
へ
と

祈
り
申
し
け
る
が
、
病
に
し
づ
み
て
遂
に
命
の
期
に
の
ぞ
め
り
け
る

に
、
心
中
に
住
吉
を
ふ
か
く
う
ら
み
申
し
て
、
秀
歌

一
首
よ
ま
せ
て

命
を
め
せ
と
申
し
た
り
し
そ
の
し
る
し
も
な
く
て
、
す
で
に
身
ま
か

り
な
む
こ
と
よ
と
泊
の
う
ち
に
思
ひ
出
で
侍
り
け
る
時
、
前
に
侍
ひ

け
る
六
歳
の
小
女
に
物
憑
し
て
い
は
く
、
汝
秀
歌
を
ば
よ
ま
せ
た
り

し
物
を
、
い
か
に
我
を
ば
う
ら
む
る
ぞ
と
怒
れ
る
け
し
き
に
て
せ
め
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け
れ
ば
、
神
託
と
え
か
し
こ
み
て
、
病
席
を
立
ち
手
を
洗
ひ
口
を
す
、

ぎ
て
、
さ
れ
ば
愚
作
の
中
に
い
づ
れ
の
詠
歌
に
て
侍
る
や
ら
む
と
申

し
け
れ
ば
、
彼
の
小
女
美
し
き
声
ざ
し
に
て
、
時
雨
す
る
夜
も
時
雨

せ
ぬ
夜
も
は
い
か
に
と
仰
せ
ら
れ
て
、
や
が
て
本
心
に
な
り
に
き
と

な
む
。
神
感
の
通
じ
て
ま
さ
し
く
住
吉
の
授
け
給
へ
る
歌
、
さ
こ
そ

い
み
じ
き
た
め
し
な
る
ら
め
ど
、
作
者
猶
し
ら
ざ
り
け
る
事
、
猶
々

ふ
し
ぎ
に
侍
り
。（

新
校
群
書
類
従
、
内
外
書
箱
株
式
会
社
、
昭
和
四
）

右
は
「
木
業
ち
る
宿
は
そ
れ
共
聞
き
わ
か
ず
時
雨
す
る
夜
も
時
雨
せ
ぬ
夜

も
」
と
い
う
和
歌
に
付
さ
れ
た
逸
話
で
あ
る
。
大
意
は
、
住
吉
明
神
に
秀

歌
を
詠
ま
せ
て
ほ
し
い
と
祈
り
続
け
て
い
た
人
が
、
命
終
な
の
に
秀
歌
を

詠
む
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
と
、
住
吉
明
神
を
怨
む
。
女
に
取
り
付
い
た

住
吉
明
神
は
、
秀
歌
を
授
け
た
の
に
怨
む
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
と
怒
り
、

「
木
の
葉
ち
る
＼
」
が
秀
歌
で
あ
る
と
の
神
託
を
下
す
、
と
い
う
も
の
。

こ
の
説
話
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
和
歌
に
精
進
す
る
人
々
は
、
真
摯
に

住
吉
明
神
に
析
り
、
そ
の
感
応
を
切
実
に
求
め
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
説

話
か
ら
は
、
神
は
そ
の
心
に
叶
う
歌
に
は
感
応
し
、
姿
を
現
し
て
下
さ
る

に
違
い
な
い
と
い
う
人
々
の
思
い
や
、
そ
う
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願

い
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
神
に
関
わ
る
不
思
議
な
出
来

事
を
、
あ
の
素
晴
ら
し
い
歌
な
ら
ば
神
の
感
応
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と

信
じ
、
事
実
と
し
て
伝
え
、
説
話
と
し
て
書
き
記
し
た
の
で
あ
る
。
住
吉

明
神
と
歌
人
と
の
関
係
は
、
次
の
一

―ニ―

話
に
も
み
ら
れ
る
。

(3)
巻
五

第
二
ニ
―
話

順
徳
院
御
位
の
時
、
当
座
の
歌
合
せ
あ
り
け
り
。
作
者
の
名
を
か

く
し
て
衆
議
判
に
て
侍
り
け
る
に
、
「
古
寺
の
月
」
と
い
ふ
こ
と
を

知
家
朝
臣
つ
か
う
ま
つ
り
け
る
、

昔
お
も
ふ
た
か
の
の
山
の
ふ
か
き
夜
に
暁
と
ほ
く
す
め
る
月
か
げ

こ
の
歌
叡
慮
に
か
な
ひ
て
頻
り
に
御
感
あ
り
け
り
。
厚
紙
を
懸
物
に

積
ま
れ
た
り
け
る
に
、
事
は
て
て
人
々
ま
か
り
い
で
け
る
に
、
蔵
人

左
兵
衛
の
権
の
少
尉
橘
親
季
を
御
使
に
て
、
知
家
朝
臣
い
で
け
る
に

追
ひ
つ
か
せ
て
、
「
古
寺
の
月
の
歌
殊
に
叡
感
あ
り
。
よ
り
て
勅
禄

を
た
ま
ふ
な
り
」
と
て
、
か
さ
ね
て
紙
を
た
ま
は
せ
け
り
。
知
家
朝

臣
申
し
け
る
は
、
添
＜
勅
禄
に
給
は
る
紙
、
い
か
で
か
私
俎
つ
か
ま

つ
る
べ
き
、
明
日
や
が
て
住
吉
の
御
幣
に
奉
る
べ
き
よ
し
、
披
露
す

べ
き
よ
し
申
し
て
、
ま
か
り
い
で
に
け
り
。

右
は
順
徳
天
皇
の
時
代
に
、
「
当
座
の
歌
合
せ
」
が
行
わ
れ
た
時
の
逸
話

で
あ
る
。
こ
の
歌
合
で
は
「
古
寺
の
月
」
と
い
う
題
で
藤
原
知
家
（
一

―

八
二

1
-
―
―
五
八
）
が
詠
ん
だ
「
昔
お
も
ふ
ー
」
の
歌
が
天
皇
の
気
持
ち

に
叶
い
、
勝
者
へ
の
褒
美
と
し
て
、
「
厚
紙
」
が
授
け
ら
れ
た
。
知
家
は

「添

＜
勅
禄
に
給
は
る
紙
、
い
か
で
か
私
用
つ
か
ま
つ
る
べ
き
、
明
日
や
が
て

住
吉
の
御
幣
に
奉
る
べ
き
」
と
申
し
上
げ
て
退
出
し
た
（
傍
線
部
）
、
と

あ
る
。
こ
の
説
話
か
ら
は
、
秀
歌
に
対
す
る
褒
美
を
和
歌
の
神
に
捧
げ
る

と
い
う
、
歌
人
の
真
塾
な
思
い
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ち
な
み
に
、

こ
の
説
話
は
歌
論
書

「井
蛙
抄
』
〈
頓
阿
著
、
貞
治
一＿
一
年
(
-
三
六
四
）

以
前
、
貞
治
初
年
成
立
か
〉
に
も
収
録
さ
れ
て
い
く
。

「井
蛙
抄
』
は
『
古
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今
著
聞
集
』
に
比
べ
て
、
非
常
に
簡
略
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
話
末
に

は
「
人
之
を
感
ず
と
云
々
」
と
あ
り
、
知
家
の
行
動
を
世
の
人
々
が
感
心

し
た
、
と
い
う
文
言
を
書
き
加
え
て
い
る
。
こ
の
文
言
か
ら
、
知
家
の
奉

幣
と
い
う
行
動
が
賞
賛
さ
れ
、
人
々
の
間
に
語
り
継
が
れ
て
い
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
さ
て
、
人
々
の
和
歌
神
、
住
吉
明
神
へ
の
信
仰
の
様
子
が
わ

か
る
説
話
が
、
次
の
二
二
七
話
で
あ
る
。

(4)
巻
五

第
二
二
七
話

住
の
江
に
御
幸
な
る
べ
し
と
て
、
神
主
、
修
理
を
加
へ
け
る
に
、
大

略
み
な
新
造
に
な
し
た
り
け
れ
ば
、
昔
よ
り
書
き
つ
け
お
け
る
人
々

の
詩
歌
、
み
な
あ
と
か
た
な
く
な
り
に
た
る
を
見
て
、
た
れ
か
詠
み

た
り
け
ん
、
柱
に
書
き
つ
け
侍
け
る
、

か
き
つ
く
る
跡
は
千
と
せ
も
な
か
り
け
り

忘
れ
ず
し
の
ぶ
人
は
あ
れ
ど
も

右
は
天
皇
の
行
幸
を
控
え
、
住
吉
大
社
の
神
主
が
社
殿
を
新
し
く
し
た
と

こ
ろ
、
社
殿
に
昔
か
ら
書
き
付
け
ら
れ
て
い
た
詩
歌
が
、
全
て
跡
形
な
く

消
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
を
見
て
、
誰
が
詠
ん
だ
の
か
分
か
ら
な
い
け
れ

ど
、
「
か
き
っ
く
る
＼
」
の
歌
が
柱
に
書
き
付
け
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う

説
話
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
説
話
は
、
「
続
千
載
和
歌
集
』
の
詞
書
に
よ

れ
ば
建
長
五
年
(
―
二
五
三）

の
こ
と
と
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
住
吉
大
社
の
社
殿
に
多
く
の
歌
が
書

き
付
け
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
人
々
は
旅
の
つ
い
で
に
そ

の
心
を
、
ま
た
は
祈
願
の
内
容
を
和
歌
に
詠
ん
で
、
住
吉
明
神
に
祈
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
住
吉
社
に
歌
が
書
き
付
け
ら
れ
た
例
と
し
て
『
千
載
和
歌

集
』
〈
藤
原
俊
成
編
、
文
治
四
年

（
一
―
八
八
）
成
立
〉
一

0
三一
―一
番
歌
に
は
、

津
守
の
国
基
み
ま
か
り
て
の
ち
、
す
み
よ
し
に
も
す
ま
ず
な
り

に
け
る
を
、
有
基
に
ぐ
し
て
あ
か
ら
さ
ま
に
く
だ
り
て
侍
り
け

る
に
、
人
の
心
も
か
は
り
て
の
み
み
え
け
れ
ば
、
松
の
も
と
を

け
づ
り
て
か
き
つ
け
侍
り
け
る

津
守
景
基

人
ご
こ
ろ
あ
ら
ず
な
れ
ど
も
す
み
よ
し
の

松
の
け
し
き
は
か
は
ら
ざ
り
け
り

（
新
縦
国
家
大
観
、
第
一
巻
、
角
川
書
店
、
昭
和
五
十
八
）

と
あ
り
、
住
吉
の
松
を
け
ず
っ
て
歌
を
書
き
付
け
る
と
い
う
行
為
が
見
え

る
。
ま
た
、

『西
行
法
師
家
集
』〈
成
立
年
未
詳
〉
に
は
次
の
記
述
が
あ
り
、

西
行
が
住
吉
大
社
の
釣
殿
に
歌
を
書
き
付
け
た
こ
と
が
分
か
る
。

承
安
元
年
六
月

一
日
、
院
熊
野
へ
参
ら
せ
お
は
し
ま
す
次
に
、

住
吉
へ
御
幸
あ
り
け
り
、
修
行
し
ま
は
り
て
、
二
日
、
か
の
社

に
参
り
て
見
ま
は
れ
ば
、
す
み
の
え
の
釣
殿
あ
た
ら
し
く
た
て

ら
れ
た
り
、
後
三
条
院
の
み
ゆ
き
、
神
も
お
も
ひ
出
で
給
ふ
ら

ん
と
お
ぽ
え
て
、
釣
殿
に
書
付
け
侍
り
し

た
え
た
り
し
君
が
み
ゆ
き
を
待
ち
つ
け
て

神
い
か
ば
か
り
う
れ
し
か
る
ら
ん

（
新
編
国
家
大
観
、
第
三
巻
、
角
川
書
店
、
昭
和
六
十
）

こ
の
よ
う
に
、
住
吉
大
社
に
は
、

実
際
に
膨
大
な
歌
が
住
吉
の
柱
や
松
に

書
き
付
け
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
神
社
の
柱
に
和
歌
を
書
き
付
け
る

例
は
、
稲
荷
神
社
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
が
、
住
吉
大
社
の
場
合
は
、
和
歌
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の
神
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
大
き
く
影
轡
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

和
歌
の
神
に
和
歌
を
捧
げ
、
そ
の
神
威
の
発
現
を
期
待
す
る
人
々
の
心
が
、

様
々
な
歌
を
含
き
付
け
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
説
話
は
、
ほ
ぼ
同
時
代
に
成
立
の
説
話
集

『今
物
語
』
〈
藤
原
信

実
著
、
延
応
元
年
(
-
三
二
九
）
＼
仁
治
元
年
(
-
―
一
四

0
)
頃
成
立
〉

第
四
十
六
話
「
住
の
江
殿
」
に
類
話
が
の
る
。

『古
今
著
聞
集
』
と

『今

物
語
』
で
は
同
じ
内
容
の
説
話
を
収
録
し
な
が
ら
、
記
述
が
少
し
変
化
し
、

主
題
が
変
わ
る
。

承
久
の
こ
ろ
、
住
吉
へ
し
か
る
べ
き
人
の
ま
ゐ
ら
せ
た
ま
ひ
け
る

に
、
を
り
ふ
し
神
主
経
国
京
へ
出
た
り
け
る
が
、
人
を
は
し
ら
せ
て
、

す
み
の
江
殿
な
ど
掃
除
せ
さ
せ
よ
と
い
ひ
や
り
た
り
け
る
に
、
あ
ま

り
の
き
ら
め
き
に
、
と
し
ご
ろ
し
か
る
べ
き
人
々
の
書
お
か
れ
た
る

刷
ど
も
、
柱
な
げ
し
妻
戸
に
あ
り
け
る
を
、
み
な
け
づ
り
て
す
て
て

け
り
。
神
主
く
だ
り
て
こ
れ
を
み
て
、
「
こ
は
い
か
に
せ
む
」
と
あ

し
ず
り
を
し
て
か
な
し
め
ど
も
、
か
ひ
な
か
り
け
り
。
こ
れ
を
み
て
、

ふ
る
き
あ
ま
の
書
付
け
る
、
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9
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批
中
の
う
つ
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の
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む
か
し
の
跡
も
と
ま
ら
ざ
り
け
り

こ
れ
は
承
久
の
乱
の
後
、
世
中
あ
ら
た
ま
り
け
る
時
の
事
也
。

（
中
世
の
文
学
、
三
弥
井
書
店
、
昭
和
五
十
四
）

右
の

「今
物
語
』
の
傍
線
部
を
見
る
と
、
『
古
今
著
聞
集
』
に
比
較
し
て
、

記
述
が
詳
細
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
書
か
れ
て
い
た
歌
に
つ
い
て
も

「
し
か
る
べ
き
人
々
の
書
お
か
れ
た
る
歌
」
と
あ
り
、
柱
や
長
押
、
杖
．
い

に
書
か
れ
て
い
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
る
。
加
え
て
、
古
歌
の
削
り
と
ら
れ

た
跡
を
見
て
、
尼
が
書
き
つ
け
た
の
は

I

古
今
著
聞
集
』
と
は
異
な
り
、

「世
の
中
は
移
り
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
住
吉
に
書
き
付
け
ら
れ
た

古
歌
も
跡
を
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
ず
に
消
え
て
し
ま
っ
た
」
（
点
線
部
）

と
い
う
意
味
の
和
歌
で
あ
る
。
そ
し
て
、
説
話
末
尾
に
は

「
こ
れ
は
承
久

の
乱
の
後
、
世
中
あ
ら
た
ま
り
け
る
時
の
事
也
。
」
（
二
重
傍
線
部
）
と
い

う
文
言
が
付
け
加
え
ら
れ
、
住
吉
の
古
歌
の
運
命
と
時
代
の
流
れ
を
重
ね

る
よ
う
な
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

『今
物
語
』
で
は
、
古

歌
の
消
失
と
い
う
事
件
を
描
き
な
が
ら
、
世
の
無
常
さ
を
主
題
と
し
て
い

る
。
そ
れ
に
対
し

『古
今
著
聞
集
』
で
は
、
社
殿
に
書
き
つ
け
ら
れ
た
歌

が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
状
況
に
対
し
て
、
時
機
に
合
っ
た
歌
が

詠
ま
れ
た
こ
と
を
主
題
と
し
て
お
り
、
和
歌
自
体
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
た

説
話
と
な
っ
て
い
る
。

(5)
巻
八

第
三

0
二
話

次
は
孝
行
恩
愛
編
に
収
録
の
、

三
0
二
話
を
検
討
す
る
。
な
お
、
本
話

は
和
歌
部
に
重
複
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
(
-
七
六
）
。
一

七
六
話
は
抄

入
話
で
あ
る
。

た
か
ち
か

式
部
の
大
輔
大
江
匡
衡
朝
臣
の
息
、
式
部
の
権
の
大
輔
挙
周
朝
臣
、

重
病
を
う
け
て
、
た
の
み
す
く
な
く
見
え
け
れ
ば
、
母
赤
染
右
衛
門
、

住
吉
に
ま
う
で
て
、
七
日
籠
り
て
、
「
こ
の
た
び
た
す
か
り
が
た
く
は
、

す
み
や
か
に
わ
が
命
に
め
し
か
ふ
べ
し
」
と
申
し
て
、
七
日
に
満
ち

け
る
日
、
御
幣
の
し
で
に
書
き
つ
け
侍
り
け
る
、

か
は
ら
ん
と
祈
る
命
は
惜
し
か
ら
で
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さ
て
も
別
れ
ん
こ
と
ぞ
か
な
し
き

か
く
よ
み
て
奉
り
け
る
に
、
神
感
や
あ
り
け
ん
、
挙
周
が
病
よ
く
な

り
に
け
り
。
母
下
向
し
て
、
喜
び
な
が
ら
こ
の
様
を
語
る
に
、
挙
周

い
み
じ
く
歎
き
て
、

「我
生
き
た
り
と
も
、
班
を
失
ひ
て
は
何
の
い

さ
み
か
あ
ら
ん
。
か
つ
は
不
孝
の
身
な
る
べ
し
」
と
思
ひ
て
、
住
吉

に
詣
で
て
申
し
け
る
は
、
「
母
わ
れ
に
か
は
り
て
命
終
る
べ
き
な
ら
ば
、

速
か
に
も
と
の
ご
と
く
わ
が
命
を
め
し
て
、
母
を
た
す
け
さ
せ
給
へ

」

と
泣
く
泣
く
祈
り
け
れ
ば
、
神
あ
は
れ
み
て
御
た
す
け
や
あ
り
け
ん
、

厨
子
共
に
事
ゆ
ゑ
な
く
侍
け
り
。

右
の
説
話
は
、
赤
染
衛
門
の
息
子
が
重
病
と
な
り
、
母
の
赤
染
衛
門
が
住

吉
大
社
へ
参
籠
し
て
、
病
気
平
癒
を
祈
る
。
平
癒
を
祈
る
際
に
、
「
か
は

ら
む
と
＼
」
と
い
う
歌
を
御
幣
に
書
き
付
け
た
と
こ
ろ
、
神
の
感
応
が
あ
っ

た
の
か
、
挙
周
の
病
が
よ
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
子
供
の
挙
周
も
、
母
が

身
代
わ
り
に
な
る
不
孝
は
犯
せ
な
い
と
住
吉
明
神
へ
祈
り
、
神
が
聞
き
届

け
て
く
だ
さ
っ
た
の
か
、
母
子
と
も
に
健
在
で
あ
っ
た
、
と
い
う
内
容
で

あ
る
。
こ
の
説
話
は
非
常
に
好
ま
れ
た
よ
う
で
、
多
く
の
説
話
集
に
収
録

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
比
較
す
る
と
、
赤
染
衛
門
の
歌
徳
を
強
調
し

て
い
る
も
の
、
住
吉
明
神
の
神
威
を
主
張
し
て
い
る
も
の
、
孝
行
恩
愛
の

017) 

心
を
主
題
と
し
て
い
る
も
の
と
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
。
今
回
は
ほ
ぽ
同
時
代

に
成
立
し
た
『
十
訓
抄
」〈
建
長
四
年
(
―
二
五
二
）
成
立
〉
巻
下
第
十

ノ
十
五
話
と
の
比
較
を
行
う
。

江
挙
周
、
和
泉
の
任
さ
り
て
の
ち
、
病
重
か
り
け
り
。
住
吉
の

御
た
た
り
の
あ
る
由
を
知
り
て
、
そ
の
母
、
赤
染
衛
門
、

か
は
ら
む
と
祈
る
命
は
惜
し
か
ら
で

さ
て
も
別
れ
む
こ
と
ぞ
か
な
し
き

と
よ
み
て
、
み
て
ぐ
ら
に
書
き
て
、
か
の
社
に
奉
り
け
れ
ば
、
そ
の

夜
、
夢
に
、

白
髪
の
老
翁
あ
り
て
、
こ
の
み
て
ぐ
ら
を
取
る
と
見
て
、

病
い
え
ぬ
。

（

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
、
平
成
九
）

こ
こ
で
は
、

一―10
二
話
と
異
な
り
、
挙
周
の
病
が
「
住
吉
の
御
た
た
り
」

と
明
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
赤
染
衛
門
の
祈
り
に
対
し
て
、
夢
で
「
白

髪
の
老
翁
」
が
和
歌
を
書
き
付
け
た
御
幣
を
受
け
取
り
、
そ
の
後
病
が
癒

え
た
、
と
あ
る
。
こ
の
説
話
は
、
住
吉
明
神
の
祟
り
↓
御
幣
に
和
歌
を
か

き
つ
け
析
願
↓
住
吉
明
神
の
顕
現
↓
病
の
平
癒
と
い
う
流
れ
が
明
確
で
、

赤
染
衛
門
の
歌
の
効
能
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

三
0
二
話

で
は

「神
感
や
あ
り
け
ん
」
「
神
あ
は
れ
み
て
御
た
す
け
や
あ
り
け
ん
」
と

い
う
よ
う
に
、
神
の
お
助
け
で
あ

っ
た
こ
と
を
具
体
的
に
示
さ
ず
、
そ
の

存
在
は
和
歌
の
効
能
同
様
、

「十
訓
抄
』
に
比
べ
る
と
朧
化
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
母
子
の
恩
愛
を
説
話
の
中
心
に
据
え
て
い
る
為
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

『
十
訓
抄
』
で
は
病
の
原
因
を
「
た
た
り
」
と
明
記
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
の

一
言
で
、
住
吉
明
神
の
祟
り
神
と
い
う
面
が
強
く
読
者
に
印
象
付
け
ら
れ
、

無
慈
悲
な
祟
り
神
の
心
を
も
動
か
す
と
い
う
意
味
で
も
、
赤
染
衛
門
の
歌

徳
は
証
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
で
は
、

一―10
二
話
で
は
ど
う
か
。
病
を

得
た
息
子
の
身
を
嘆
き
、
和
歌
を
捧
げ
る
母
の
祈
請
、
そ
し
て
、
そ
れ
を

納
受
し
た
ら
し
き
神
。
三

0
二
話
で
は
祟
り
神
の
側
面
が
言
及
さ
れ
な
い

だ
け
に
、
本
書
収
録
の
他
の
住
吉
明
神
説
話
と
呼
応
し
、
か
え
っ
て
和
歌

神
と
し
て
の
住
吉
明
神
の
面
影
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。

本
話
は
孝
行
恩
愛
編
に
収
録
さ
れ
、
主
題
は
和
歌
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い

の
だ
が
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
神
は
、
和
歌
神
の
雰
囲
気
を
ま
と

っ
て
い
る
。
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(
6
)
巻
十
三

さ
て
、
四
六
六
話
は
、
藤
原
良
経
（
一

を
扱
っ
た
説
話
で
あ
る
。

後
京
極
殿
〈
藤
原
良
経
、
引
用
者
注
〉
は
、
①
詩
歌
の
道
に
長
ぜ

さ
せ
給
ひ
て
、
寛
弘
・
寛
治
の
昔
の
跡
を
尋
て
、
建
永
元
年
一
二
月
に
、

京
極
殿
に
て
曲
水
の
宴
を
お
こ
な
は
ん
と
お
ぼ
し
た
ち
け
り
。
巴
字

せ
ん
か
ん

の
溜
緩
を
な
が
し
、
②
住
吉
の
松
を
引
う
ゑ
な
ど
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

に
御
い
と
な
み
あ
り
け
る
に
、
熊
野
山
炎
上
の
聞
え
あ
り
け
れ
ば
、

三
日
は
延
べ
て
、
中
の
巳
を
用
ゐ
ら
れ
た
る
例
も
あ
り
と
て
、
十
一
―

日
と
さ
だ
め
ら
れ
た
り
け
る
ほ
ど
に
、
七
日
の
夜
俄
か
に
失
せ
さ
せ

給
ひ
に
け
り
。
人
々
の
秀
句
、
む
な
し
く
家
々
に
の
こ
り
て
こ
そ
侍

ら
め
。
御
歳
一
二
十
八
な
り
。
惜
し
く
か
な
し
き
事
な
り
。
（
以
下
、
略
）

右
の
説
話
に
は
、
良
経
が
急
逝
す
る
前
に
、
和
歌
の
宴
で
あ
る
「
曲
水
の

宴
」
の
準
備
を
様
々
に
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に

「住

吉
の
松
を
引
う
ゑ
な
ど
し
て
」
（
傍
線
祁
②
）
と
あ
る
。
良
経
は
「
詩
歌

の
道
に
長
ぜ
さ
せ
給
ひ
て
」
（
傍
線
部
①
）
と
あ
る
如
く
、
『
新
古
今
和
歌

集
』
の
編
纂
に
も
携
わ
り
、
当
時
の
文
化
を
牽
引
し
て
い
た

一
人
で
あ
る
。

一
流
の
風
流
人
で
あ
る
良
経
の
心
づ
く
し
の
住
吉
の
松
は
、
そ
れ
ま
で
に

も
和
歌
に
多
く
詠
ま
れ
、
実
際
の
景
観
で
あ
る
と
と
も
に
、
住
吉
の
象
徴

(
18
)
 

で
も
あ
っ
た
。
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
一
行
の
記
事
で
は
あ
る
が
、
住
吉
は
和

歌
に
関
連
し
て
登
場
し
て
い
る
。

第
四
六
六
話

一
六
九
ー

―
二
O
六
）
の
逝
去

以
上
、

『古
今
著
間
集
』
に
み
え
る
住
吉
大
社
（
明
神
）
関
連
説
話
を

概
観
し
た
。
結
果
、
全
て
の
説
話
が
和
歌
と
い
う
糸
で
繁
が
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
五
話
で
は
南
社
の
和
歌
神
に
ふ
れ
、
一
六
五
・

ニ
ニ

―
話
は
住
吉
社
歌
合
、

ニ
ニ
七
話
は
社
殿
に
書
き
付
け
ら
れ
た
和
歌
、

――IO
I
―
話
は
赤
染
衛
門
の
歌
の
納
受
、
四
四
六
話
は
曲
水
の
宴
の
趣
向
と

し
て
の
「
住
吉
の
松
」
と
い
う
よ
う
に
。
こ
れ
は
編
者
が
、
住
吉
明
神
の

和
歌
神
と
い
う
側
面
を
意
識
し
て
い
た
現
れ
で
あ
る
。
本
書
以
前
の
説
話

集
を
検
討
し
た
所

、

ニ
ニ
七

•

三
0

-
―話
の
類
話
の
他
、

『古
事
談
』
•
『+

訓
抄
』
に
和
歌
会
の
、

『＋
訓
抄
』
に
景
勝
地
と
し
て
の
記
述
が
あ
る
の

(19) 

み
で
あ
る
。
そ
の
点
で

『古
今
著
聞
集
』
は
特
異
で
あ
る
。
で
は
、
住
吉

明
神
を
和
歌
神
と
す
る
言
説
は
ど
こ
に
語
ら
れ
る
の
か
。

中
世
は
住
吉
明
神
が
、
和
歌
神
と
し
て
熱
心
に
信
仰
さ
れ
た
時
代
で
あ

る
。
「
和
歌
の
神
」
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
様
子
が
描
か
れ
る
説
話
は
、
先
に

も
例
を
挙
げ
た
が
、
中
世
の
歌
論
書
に
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

『無
名
抄
』

〈
鴨
長
明
著
、
建
暦
元
年
（
ニ

―
―
-
）
i
建
保
四
年
(
―
ニ
―

六
）
頃

成
立
〉
に
は
、
道
因
が
七
•
八
十
歳
に
な
る
ま
で
、
和
歌
の
上
達
を
祈
り
、

月
詣
し
た
逸
話
が
載
る
。
『
井
蛙
抄
』
に
は
住
吉
大
社
神
主
津
守
国
冬
の

言
と
し
て

「窃
よ
み
ハ
お
ほ
く
当
社
御
春
属
と
な
れ
り
。」

と
の
文
言
も

み
え
る
。
更
に
時
代
は
下
が
る
が
、
「
正
徹
物
語
』
〈
正
徹
著
、
文
安
五
年

（
一
四
四
八
）
以
降
宝
徳
二
年
(
-
四
五

0
)
成
立
〉
五
八
話
に
は
、
次

の
俊
成
・
定
家
父
子
の
説
話
が
載
り
、
中
世
に
お
け
る
和
歌
神
と
し
て
の

さ
ら
な
る
広
が
り
を
看
取
出
来
る
。

お
わ
り
に
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俊
成
卿
老
後
に
成
り
て
、
さ
て
も
明
暮
歌
を
の
み
読
み
ゐ
て
、
更

に
当
来
の
勤
め
な
し
。
か
く
て
は
後
生
い
か
な
ら
ん
と
歎
き
て
、
住

吉
の
御
社
に
一
七
日
寵
り
て
此
事
を
歎
き
て
、
「
も
し
歌
は
徒
ら
事

な
ら
ば
今
よ
り
こ
の
道
を
さ
し
置
き
て
一
向
に
後
世
の
勤
め
を
す
べ

し
」
と
祈
念
有
り
し
が
、
七
日
に
満
ず
る
夜
、
夢
中
に
明
神
現
じ
給

ひ
て
、
「
和
歌
仏
道
全
二
無
」
と
示
し
給
ひ
し
か
ば
、
さ
て
は
此
道

の
ほ
か
に
仏
道
を
求
む
べ
か
ら
ず
と
て
、
弥
此
道
を
重
き
事
に
し
給

ひ
し
也
。
定
家
も
住
吉
に
九
月
十
三
夜
が
七
日
に
満
ず
る
日
に
あ
た

る
様
に
、
参
籠
し
て
こ
の
事
を
歎
き
申
さ
れ
し
か
ば
、
九
月
十
三
夜

明
神
う
つ
、
に
現
じ
給
ひ
、
「
汝
月
明
也
」
と
示
し
給
ひ
し
よ
り
、

さ
て
は
此
道
か
う
也
と
思
ひ
給
ひ
け
り
。
此
事
な
ど
を
沓
き
の
せ
た

る
を
、
明
月
記
と
号
す
る
也
。

（
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
六
）

こ
の
説
話
で
は
、
老
歌
人
俊
成
が
、
和
歌
だ
け
を
心
に
か
け
て
、
後
世
の

為
の
勤
め
を
せ
ず
に
生
き
て
き
た
こ
と
を
嘆
く
。
そ
し
て
、
住
吉
大
社
へ

参
籠
し
、
往
生
の
妨
げ
に
な
る
な
ら
、
精
進
し
て
き
た
歌
道
を
捨
て
去
ろ

う
と
申
し
上
げ
る
。
そ
こ
に
神
が
顕
現
し
、
往
生
の
為
に
は
歌
道
に
精
進

せ
よ
、
と
神
託
を
与
え
る
。
息
子
の
定
家
も
同
様
の
悩
み
を
抱
え
て
参
甑

し
た
と
こ
ろ
、
示
現
を
得
た
と
あ
る
。
こ
こ
に
は
極
楽
往
生
と
い
う
後
世

の
救
い
を
得
た
い
、
し
か
し
、
俗
世
の
営
み
で
あ
る
和
歌
も
捨
て
き
れ
な

い
歌
人
の
切
実
な
心
の
あ
り
よ
う
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
歌
人
た
ち

の
拠
所
と
し
て
住
吉
明
神
は
存
在
し
、
「
往
生
の
為
に
は
歌
の
道
に
精
進

せ
よ
」
と
の
救
い
を
与
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
歌
論
書
に
住
吉
明
神
は
、
和
歌
の
神
と
し
て
存
在
す
る
。

『古
今
著
聞
集
』
に
お
い
て
、
住
吉
明
神
の
説
話
に
限
定
し
て
考
え
る
と
、

先
行
す
る
説
話
集
よ
り
も
、
歌
論
書
に
近
い
意
識
で
記
述
が
な
さ
れ
、
そ

の
流
れ
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、

本
書
に
お
い
て
住
吉
明

神
の
と
ら
え
方
以
外
に
も
同
様
の
傾
向
が
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
お
り
、

検
討
す
べ
き
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

最
後
に

「古
今
著
聞
集
』
に
み
え
る
神
の
説
話
を
鑑
み
る
と
、
多
く
の

説
話
に
お
い
て
、
神
は
現
世
に
生
き
る
人
々
の
身
近
に
存
在
し
、
祈
り
に

応
え
、
芸
術
を
愛
し
、
優
れ
た
才
能
に
対
し
て
感
応
を
示
す
存
在
で
あ
っ

た
。
本
書
編
者
は
住
吉
明
神
の
和
歌
神
と
し
て
の
側
面
を
意
識
し
て
説
話

を
選
択
し
、
そ
の
説
話
を
諸
所
に
ち
り
ば
め
る
こ
と
で
、
芸
術
の
神
と
し

て
の
姿
を
印
象
付
け
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
説
話
は
、

本
書
中
に
特
徴
的
な
芸
道
に
精
進
す
る
人
々
の
説
話
と
評
き
あ
い
、
様
々

な
芸
道
に
彩
ら
れ
た
、
神
々
の
恩
寵
あ
ま
ね
き

『古
今
著
聞
集
』
の
世
界

の
一
端
を
担
っ
て
い
る
。

解
釈
と
鑑
賞
』

【注】
(
1
)
畑
中
智
子
「
住
吉
大
社
に
お
け
る
仏
事
と
僧
侶
の
説
話
」
（
「武
蔵
野
大
学

日
本
文
学
研
究
紀
要
」
第
一
1

一
号
、
平
成
二
十
八
）

(
2
)
出
雲
路
修
「
『古
今
著
聞
集
』」

（
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
五
十
八
巻

十
二
号
、
平
成
五
）
・
小
峯
和
明

「中
世
説
話
と

H
本
紀
」
（
「
国
文
学
解
釈

と
鑑
賞
」
第
六
十
四
巻
三
号
、
平
成
十

一
）
な
ど
。

(3)
吉
原
浩
人
「
中
世
説
話
集
に
お
け
る

「神
」」
（
「
国
文
学

第
五
十
二
巻
九
号
、
昭
和
六
十
―
-)

(
4
)
注

(
2
)
出
雲
路
論
文
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(
5
)
『
発
心
集
』
巻

―
第
五
話
「
多
武
峯
僧
賀
上
人
、
遁
世
往
生
の
事
」

(
6
)
『古
今
著
聞
集
』
は
序
文
・
祓
文
に
、
編
者
が
管
絃
や
図
画
を
好
む
こ
と
、

本
書
製
作
の
発
端
と
し
て
詩
歌
管
弦
の
話
題
を
集
め
絵
巻
を
志
し
た
こ
と
が

記
述
さ
れ
て
お
り
、
風
雅
を
肯
定
的
に
捉
え
る
姿
勢
が
確
認
で
き
る
。

(
7
)
本
書
に
先
行
す
る
I

古
事
談
l

に
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
看
取
で
き
な
い
。

管
見
の
限
り
、
神
の
登
場
す
る
説
話
は
二
十
九
例
あ
る
が
、
帝
位
の
守
設
神

で
あ
り
、
様
々
な
神
威
を
あ
ら
わ
す
存
在
で
あ
る
と
供
に
仏
法
と
習
合
し
た

存
在
と
し
て
も
描
か
れ
る
。
し
か
し
、
本
書
に
特
徴
的
に
見
え
る
、
芸
道
に

感
応
を
示
す
と
い
う
例
が
見
え
な
い
。
例
え
ば
、
本
書
に
詩
文
の
オ
に
感
応

を
示
す
北
野
天
神
は
、
生
前
の
不
遇
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
、
身
を
嘆
き
怨
る

存
在
と
し
て
登
場
す
る
（
ニ
ー
一
二八
•
七
四
、
五

一
九
）
。

(
8
)保
坂
都
「
津
守
家
歌
人
の
伝
記

—

津
守
国
墓
ー
」
（
真
弓
常
忠
編
『住
吉

大
社
事
典
j

、
国
書
刊
行
会
、
平
成
二
十
一
）
に
詳
し
い
。

(
9
)
「
住
吉
の
社
は
四
社
お
は
し
ま
す
。
南
社
は
此
衣
通
姫
也
。

玉
津
島
明
神

と
申
す
也
と
ぞ
津
守
国
基
は
将
作
に
語
り
巾
し
け
る
。
」
（
『奥
義
抄
」
、
日
本

歌
学
大
系
第
一
巻
、
風
間
蓄
房
、
昭
和
四
十
六
）

(10)
川
井
純
郎
「
和
歌
神
と
し
て
の
住
吉
社
」

(

I

神
道
史
研
究
j

第
十
八
巻
四

号
、
昭
和
四
十
五
）
・
片
桐
洋
一
「
和
歌
神
と
し
て
の
住
吉
の
神
ー
そ
の
成
り

立
ち
と
展
開
ー」

（
「す
み
の
え
』
一

七
五
号
、
昭
和
六
十
）

(11)
田
中
卓

「朝
野
の
崇
敬
」
（
『住
吉
大
社
史
』
下
巻
、
住
吉
大
社
奉
賛
会
、

昭
和
五
十
八
）

(12)
『日
本
書
紀
」
務
九
「
神
功
皇
后
摂
政
前
紀
」

(13)
「古
事
談
』
に
は
他
に
、
巻
―
第
七
十
話
・
巻
四
第
十
話
に
住
古
大
社
に

関
す
る
話
題
が
載
る
。
前
者
は
後
三
条
院
の
住
吉
行
幸
の
話
題
で
、
後
者
は

藤
原
純
友
の
乱
に
際
し
、
住
吉
神
宮
寺
で
明
達
が
調
伏
法
を
修
し
た
と
い
う

話
題
で
あ
る
。

(14)

一
六
五
話
に
現
わ
れ
た
神
は
、
翁
の
姿
を
し
て
お
り
、
衣
通
姫
と
は
異
な

る
。
し
か
し
、
和
歌
一二
神
像
に
住
吉
像
は
老
翁
で
描
か
れ
る
こ
と
も
多
く
（
「仕

吉
っ
さ
ん
』
、
大
阪
市
立
美
術
館
、
平
成
二
十
二
）
、
住
吉
て
神
を
和
歌
．
：
神

※
引
用
文
の
字
休
は
概
ね
通
行
の
も
の
に
改
め
た
。

と
す
る
説
も
あ
る
。
『
和
歌
大
辞
典
』
（
明
治
青
院
、
昭
和
六
十

一
）
に
は
「

11

吉
明
神
を
和
歌
の
守
護
神
と
す
る
考
え
が
、
鎌
倉
時
代
に
、
住
吉
明
神
を
表

筒
男
・
中
筒
男
・
底
筒
男
の
一
―一
神
と
考
え
る
住
吉
の
神
官
と
接
触
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
和
歌
三
神
の
概
念
が
で
き
あ
が
っ
た
。
」
と
あ
る
。

(15)
「
開
伽
井
宮
御
物
語
云。

深
山
、
知
家
卿
、
昔
思
ふ
高
野
の
山
の
ふ
か
き

夜
に
暁
と
ほ
く
す
め
る
月
影
、
叡
惑
尤
甚
。
「
な
に
が
な
纏
頭
ヲ
」
と
被
仰
け

る
。
「
折
節
可
然
物
な
し
」
と
て
、
厚
紙
を
十
帖
下
さ
る
。
給
ハ
る
と
き
、

「
い

そ
ぎ
住
吉
御
幣
二
可
進
」
と
申
。
人
感
之
云
々
。
」
（「
井

蛙

抄

雑

談

篇

注

釈
と
考
察
』、

和
泉
書
院
、
平
成
十
八
、
以
下
同
）

(16)
「建
長
五
年
、
住
江
に
御
幸
侍
り
て
、
行
旅
述
懐
と
い
ふ
事
を
講
ぜ
ら
れ

侍
り
け
る
に
、
よ
ま
せ
給
う
け
る
」
（
新
編
国
歌
大
観
、
第

一
巻
、
角
川
書
店
、

昭
和
五
十
八
）

(17)
中
前
正
志

「住
吉
社
の
説
話
ー
赤
染
衛
門
住
吉
社
祈
頻
説
話
の
展
開
と
金

光
教
説
話
ー
」
（
『住
吉
社
と
文
学
』
和
泉
書
院
、
平
成
二
十
）

(18
)
保
坂
都
「
津
守
家
の
歌
人
群
（
三
）
ー
住
吉
と
和
歌
(
-
)
|
」（
「学
苑
」

四
四
五
号
、
昭
和
五
十
二
）

(19
)
注

(
1
)
論
文
「
注

(
2
)」
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問翌

. .~ ー..
九八七六五 四

｀ 
九八七 -』- 五 四

゜
九八七一五四 ゜

ノ‘ /' 内 r序ヽー、
畠畠上

且菅如贋ヽi 雅！ 
盲； 『
八

i 魯院I i I ! i 
周畠春孔
履喜
上 総

篇唇地天~ 幡 防

神贔

子 総の

! ヽに
旦: の 国荒旦昇 晨の， 貫 塁
夢
閂 贔源 僧 喜

= 
のに宮 靡 岱正眉書に 政の八 の 衛 通の告逆 の 夢 翡

］ 晨夢近呵

i 立
瞑幡
届寺
熊 頼

i i 
託に鱗喜度 天

に
に 四 に の 骨

＇ 
験

倫I 
宣
悶
の 々

I 見
‘写 にの

の
塁
位夢畠抗 i 

の に 喜
誕 の ［闘I 抗冒'苺-?． のに 辺翌μ円

事
悶
生託 十

子 に

誓
北 し自の 随， 盃寮にの宣 を禅 し

『に託魯の 貪時
ヽ
ら麿の行 依 託 に争 師

日闘~
て の

て、旦-"'鍼 願 夢願 た の の な

i 
り、宣 よふの ， 事

i 奏
のの畜>

に
斎i 
め

椋醤
発> 籠~ 

の に り、事

『誓悶 は春 春 し に 冒広依 宣

誓文 ~ 称
日草 日 反 叶 田 り、 奴笙 託 の

賜
忍
に しの胃の貸りふ の に社 のの 宜事

る
棒＜ 
八 給 夢 事 事

i す事
塁
の， ! 虚 岡事の

: 2 
事 さ 幡ふ に の 任 辺 事
れ に る の夏事

ヽ

I I i 
のをの

i I ヽ

鸞事t 
日 事供木得

~ 悶息
ヘ る

の 攻 り ざ夜 事配 賜
夢 事 知の に め て る に 流 る の
に て る託 捨 矢扁 悶降 事枯 ~ 事事
見

~ ＂ 
て 雨 る

る 給 の 焼 の る ま
事 得 ふ事 力~ 事 事 た
得 た ベ ん 召
る るき と 迎
事 事 山 す せ

託 る し
宣 iミ め
の た
事 春 る
日 事

は
異
の
事

月
仏仏贋；後 : 塁塁塁! I 塁! 悶: : 悶闘

現

i ii 註ヽ寸護・・→護,寸~ 塁誓塁法i iit 

~ ! 且闘 利
且旦

罹悶
益
△ 

△ 

【表
】
『古
今
著
問
集
』
「
神
」
に
関
す
る
記
述
（
抄
入
話
を
除
く
）

『古
今
著
聞
集
j

に
み
え
る
神
に
関
す
る
記
述
を
表
に
ま
と
め
た
。
神
の
範
略
と
し
て
、
鬼
神
や
鞠
の
精
も
含
め
て
い
る
。
但
し

「鬼
」
と
の
み
あ
る
も
の
は
除

外
し
た
。
表
は
上
段
か
ら
、
部
立
・
説
話
題
・
備
考
と
し
、
備
考
に
は
説
話
内
に
お
け
る
、
神
の
働
き
や
鍵
と
な
る
言
葉
を
示
し
た
。
な
お
、

「
現
世
利
益
」
に
は

負
の
利
益
も
含
む

（△

）。

- 29 -



魚t塁胃賃 鷹喜昌塁麿； 坪目 塁
文
誓

釈

I 学 教

獣晶 忠
臣

嬰尻 ノ~ヽ ~ノ‘ -'・ ~ 五五 凶四 四四 ’’ ''  八六 六五 四四ノヽ ノ‘

七四 九八 九九 ノ~‘ 0六~ ノ‘ 五二 J_. ノヽノJ_.‘ 四 六四 0三五 九六 五~ -
九七 0六五二八石 0-J¥ 六万 ニO七〇ノ'¥..::::: 

右山、ニ； ^  序ヽ ＾ 序ヽ ＾ 序ヽ ＾ 序ヽ 屡! 喜
大

I 
聖賃
畠？ 
聖

： 栞 i !I 
大， I 侍建 赤t知i ； 松広『胄fr 喜〗 贋 宝 慶: 見仁

Uk 翌
暑田 納 院

開
大
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匡 ， ）＼ の忍 塁 壬は 腐 納 正の 殿喜の 御 上 当
広に 人 七‘

夏

鱈＂ 
理 且思、

歌 の

文且屡
例時人 火

［ 
海麻

I 塁
継生醤の月四 陵 i 

の 合

在夏
起晨雷 の 雷 の

i ‘誓 本

叶長風
王七 通 月

悶 贔厄
， 時のせ 1農 福 人

旦
融 天 願

び のに の歳 の北 歩 に 北 に 原 に
塁
神 を

に
斎府り‘ 事 し i 

のの鞠

>幸
冊 藤 に

I 綱
靡野よ 遷嬰の と 遂 の主 て

悶
山は 母陵

誓>
鬼 の り 都 最 仏 問 にげ事滅

! 叶

に花 酒用の 讐羹 神子王 し i i 合
の靡て
拝に

合宮
るI を"^ ロ~ 住 ん し下に は尉膚 以がの てて 事， す天 事 弘の

腐悶
た て

り、悶 芸胃の 来り
陀雨 の に

皐9にむ事 め 仇を友 門 J閃 道 業 のの 隠を>
の て の

塁
る の

時あ の
塁を 宗賢!! のに抗陰 虹ロ目 誓i 

に 嬰 塁
事
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